












Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
鳥取短期大学研究紀要　第65号　抜刷




Ryota HOSOMI, Ryousuke INAYOSHI, Toshimasa NISHIYAMA, Munehiro YOSHIDA, Kenji FUKUNAGA：
Dietary Eﬀ ects of Reﬁ ned Job’s Tears Flour on Lipid Metabolism in Rats
27
１．緒言
　ハ ト ム ギ（学 名：Cox lacryma‒jobi var．ma-
yuen）は，イネ科，キビ亜科，ジュズダマ属の一
年生作物で，わが国には中国から享保年間（西暦






て，平成 22 年度に国内で約 1,100 ｔ生産され，今
後も生産量が上昇することが予測される1）．鳥取県
でも県東部を中心に作付けが拡大し，平成 20 年に
は約 7.2 ha，平成 22 年は約 25 ha であり，今後遊
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　ラットの脂質代謝に及ぼすハトムギ精白粉摂取の影響を検討した．５週齢のWistar 系雄ラット
























粉が１㎏中に 300 g になるように，コーンスターチ，
カゼイン，大豆油量を調整し，糖質，たんぱく質，
脂質含量が同様になるようにした．なお，飼育環境























































AIN-93G ミネラル混合 35　 35　














２群間で Student’s t‒test を行い，有意水準がp < 



















初体重 （g） 279 ± 5 277 ± 5
終体重 （g） 421 ± 14 421 ± 12
体重増加 （g/ 日） 3.73 ± 0.28 3.77 ± 0.24
エネルギー摂取 （kcal/ 日） 75.0 ± 1.9 72.0 ± 4.3
餌料効率 （g/kcal） 0.050 ± 0.004 0.052 ± 0.003
臓器重量
肝臓重量 （g/100 g 体重） 3.23 ± 0.08 3.14 ± 0.11





AST （IU/L） 97.6 ± 4.0 86.9 ± 3.2*
ALT （IU/L） 54.4 ± 3.4 47.4 ± 1.1
尿素窒素 （㎎/dL） 17.1 ± 0.7 15.9 ± 0.6
総脂質 （㎎/dL） 272 ± 8 295 ± 11
リン脂質 （㎎/dL） 142 ± 4 155 ± 6
総コレステロール （㎎/dL） 83.3 ± 3.3 93.9 ± 4.8
トリグリセライド （㎎/dL） 42.3 ± 2.1 42.4 ± 4.6
HDL-コレステロール （㎎/dL） 51.1 ± 2.3 59.7 ± 3.9
LDL-コレステロール （㎎/dL） 7.5 ± 0.3 8.2 ± 0.3













































































総脂質 46.7 ± 1.7 38.2 ± 0.8＊＊
リン脂質 23.4 ± 1.1 23.7 ± 0.7
コレステロール 2.36 ± 0.15 2.11 ± 0.06
トリグリセライド 20.9 ± 1.4 12.7 ± 0.8＊＊


















































アセチル CoAカルボキシラーゼ 257 ± 20 261 ± 20
脂肪酸合成酵素 1.80 ± 0.17 1.93 ± 0.33
グルコース 6-リン酸デヒドロゲナーゼ 141 ± 14 144 ± 10
リンゴ酸酵素 9.27 ± 0.86 8.51 ± 0.39
カルニチンパルミトイルトランスフェラーゼⅡ 4.88 ± 0.52 4.98 ± 0.51




糞重量 （g/日） 25.8 ± 1.1 38.1 ± 2.0＊＊
糞乾燥重量 （g/日） 17.3 ± 0.7 23.8 ± 1.4＊＊
総コレステロール （㎎/日） 75.5 ± 3.7 96.6 ± 5.4＊＊
総胆汁酸 （µmol/日） 70.1 ± 4.2 103 ± 5.9＊＊
窒素 （㎎/日） 201 ± 3 235 ± 10＊＊
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